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1 広報しんおんせん（4月号）

広　報

しんおんせん

第５回新温泉町浜坂相撲大会・第 22 回わんぱく相撲美方場所が６月 20 日、浜坂相撲場
で行われ、美方郡内から 34 人の小学生力士が熱戦を繰り広げました。まわし姿のちびっ
こ力士の気合いの入った立ち合いや土俵際の攻防に、会場からは声援や割れんばかりの拍
手が送られました。４年生以上の優勝者には、８月１日に東京両国国技館で開催される全
国大会への出場権が与えられました。
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町政のうごきから
夢
ネ
ッ
ト
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
改
修
工
事
を
行
い
、
７
月
24
日
か
ら
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
（
以
下
地
デ
ジ
）
の
試
験
放
送
を
開
始
し
ま
す
。

地
デ
ジ
を
視
聴
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
地
デ
ジ
対
応
機
器
の
設
置
が
必
要
で
す
。

　

地
デ
ジ
の
試
験
放
送
開
始
後
も
ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
継
続
し
ま
す
の
で
、
現
在
お
使

い
の
テ
レ
ビ
で
そ
の
ま
ま
視
聴
い
た
だ
け
ま
す
。地

デ
ジ
放
送
を　
　
　

 

視
聴
す
る
た
め
の
準
備

主
に
３
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

①
地
デ
ジ
対
応
の
テ
レ
ビ
に
買    

　
　

い
替
え
る

　

②
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
内
蔵
録

　
　

画
機
器
を
接
続
す
る

　

③
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
買
い

　
　

足
す

こ
れ
ら
の
機
器
に
同
軸
ケ
ー
ブ

ル
を
直
接
つ
な
ぎ
（
ホ
ー
ム
タ
ー

ミ
ナ
ル
を
経
由
し
な
い
）、
機
器
の

チ
ャ
ン
ネ
ル
設
定
を
し
て
く
だ
さ

い
。チ

ュ
ー
ナ
ー
、
録
画
機
器
は
、

地
デ
ジ
対
応
テ
レ
ビ
に
買
い
替
え

る
よ
り
安
価
に
地
デ
ジ
を
楽
し
め

ま
す
。

地
デ
ジ
対
応
機
器
に
は
店
頭
等
で
次

の
ロ
ゴ
が
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

電
気
店
等
で
視
聴
環
境
を
聞
か
れ
た

場
合
は
、「
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
パ
ス

ス
ル
ー
方
式
」
と
伝
え
く
だ
さ
い
。

注
意
１　

チ
ャ
ン
ネ
ル
設
定
の
方
法

は
、
機
器
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
お

持
ち
の
機
器
の
取
扱
説
明
書
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

注
意
２　

ブ
ー
ス
タ
ー
（
増
幅
器
）

の
設
置
や
宅
内
配
線
の
改
修
等
が
必
要

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

工
事
業
者
等
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

注
意
３　

ホ
ー
ム
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
使

用
す
る
場
合
は
、
同
軸
ケ
ー
ブ
ル
を
分

配
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
分
配
器
を

購
入
す
る
か
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
工
事
業
者
等

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

試
験
放
送
時
の
注
意

７
月
24
日
（
土
）
に
試
験
放
送
が
始

ま
り
ま
す
。

試
験
放
送
の
た
め
、
映
像
の
停
止
や

乱
れ
が
起
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

本
放
送
は
９
月
１
日
か
ら
の
予
定
で

す
。ア

ナ
ロ
グ
放
送
も
視
聴

で
き
ま
す

　

地
デ
ジ
の
試
験
放
送
開
始
後
も
ア
ナ

ロ
グ
放
送
は
継
続
し
ま
す
の
で
、
現
在

お
使
い
の
テ
レ
ビ
で
そ
の
ま
ま
視
聴
い

た
だ
け
ま
す
。
し
か
し
、
来
年
７
月
24

日
で
終
了
す
る
た
め
、
早
め
の
地
デ
ジ

移
行
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

自
主
放
送
の
デ
ジ
タ
ル
化

自
主
放
送
（
５
、
11
ｃ
ｈ
）
と
リ
ク

エ
ス
ト
（
47
～
54
ｃ
ｈ
）
は
、
11
ｃ
ｈ

に
集
約
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
ア
ナ
ロ

グ
放
送
で
視
聴
す
る
場
合
は
従
来
ど
お

り
で
す
。

詳
し
く
お
知
り
に
な
る
に
は

詳
し
い
説
明
は
、
リ
ク
エ
ス
ト
チ
ャ

ン
ネ
ル
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

◇
「
地
デ
ジ
受
信　

な
ぜ
？
な
に
？
ガ

イ
ド
」
リ
ク
エ
ス
ト
番
号
１
０
６
０

◇「
夢
ネ
ッ
ト
の
デ
ジ
タ
ル
化
計
画
①
」

温
泉
地
域
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
「
夢
ネ
ッ
ト
」

７
月
24
日
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
（
試
験
放
送
）
ス
タ
ー
ト



3

H22（2010）.7.8

広報しんおんせん（7月号）

町政のうごきから

①相談会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
相談員が常駐します。都合のいいときにお出かけください。

月　日 時　間 会　場
  7 月 24 日（土）

午前 9 時 30 分
　　　  ～正午
午後 1 時 ～ 4 時

ナカケー白川店
  7 月 25 日（日） ナカケー湯村店
  7 月 26 日（月）

役場 1 階ロビー  7 月 27 日（火）
  7 月 28 日（水）
  7 月 29 日（木） 温泉総合支所 1 階ロビー  7 月 30 日（金）

②説明会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
地デジ全般の説明を約 1 時間行います。　　　　　　　　　

月　日 時　間 会　場
  7 月 26 日（月） 午前 10 時  ～

午後２時  ～
浜坂多目的集会施設

  7 月 29 日（木） 町民センター

③訪問説明会
　　説明会・相談会に参加できない方のために、訪問説明会（戸別訪問）を実施して
　います。個人やグループ、自治会での申し込みもできます。
　◇期間　平成 22 年 12 月末まで
　◇申込方法　広報７月号と併せてお届けしたチラシ（申込書）に必要事項を記入の
　　　　　　　うえ、申し込みください。

リ
ク
エ
ス
ト
番
号
１
０
７
０

ま
た
、ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
室
に
、

地
デ
ジ
化
に
つ
い
て
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
（
役
場
Ｈ
Ｐ
に
も
掲
載
し
ま
す
。）

地上デジタル放送移行準備はお済みですか？

　　
無料相談会・説明会をご利用ください

地上アナログ放送は来年７月 24 日までに終了し、地上デジタル放送（以下地デジ）に完全移行
します。地デジの準備にあたり、「何をすればよいか分からない」「テレビを買ったのに地デジを受
信できない」というご質問にお答えするために、総務省兵庫県テレビ受信者支援センター（デジサ
ポ兵庫）主催の「地デジ無料相談会・説明会」を開催します。事前の申し込みは必要ありませんの
で、ご希望の相談会、説明会にご参加ください。

なお、ＢＳアナログ放送も来年７月 24 日までに終了しますので、ＢＳデジタル放送への移行を
お願いします。

　　　―問い合わせ―
デジサポ兵庫　相談会グループ
　℡（078）325 ‐ 1461
役場　企画課
　℡ 82 ‐ ５６２４

地
デ
ジ
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ　

地
デ
ジ
を
視
聴
す
る
の
に
手
続
き

は
必
要
で
す
か
？

Ａ　

手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
地

デ
ジ
対
応
の
機
器
を
ご
用
意
い
た
だ

け
れ
ば
視
聴
で
き
ま
す
。

Ｑ　

地
デ
ジ
を
視
聴
す
る
の
に
視
聴
料

は
か
か
り
ま
す
か
？

Ａ　

視
聴
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
。（
た

だ
し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
現
行
の
受
信
契
約

が
継
続
さ
れ
ま
す
。）

Ｑ　

地
デ
ジ
の
試
験
放
送
開
始
し
た
後

も
ホ
ー
ム
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
必
要
で
す

か
？

Ａ　

有
料
放
送
（
Ｃ
Ｓ
・
Ｂ
Ｓ
）
を
視

聴
す
る
場
合
は
必
要
で
す
。

Ｑ　

双
方
向
サ
ー
ビ
ス
に
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
電
話
（
Ｉ
Ｐ
電
話
）
を
利
用
で

き
ま
す
か
？

Ａ　

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

―

問
い
合
わ
せ―

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
室　

　
　

℡ 

99
‐
２
０
８
０
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部
員
は
３
年
生
４
人
と
１
年
生
２
人

の
わ
ず
か
６
人
。
体
格
的
に
も
百
キ
ロ

級
が
そ
ろ
う
強
豪
校
に
は
及
び
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
株
本
建
設
工
業
相
撲
道

場
の
山
田
達
也
監
督
の
も
と
、
休
み
な

く
厳
し
い
稽
古
を
続
け
、
５
月
に
は
和

歌
山
県
立
箕
島
高
等
学
校
相
撲
部
の
コ

ー
チ
で
あ
る
池
田
真
之
さ
ん
に
胸
を
借

り
る
な
ど
強
い
精
神
力
や
技
術
を
培
っ

て
き
ま
し
た
。

山
田
監
督
も
「
全
員
が
厳
し
い
練
習

を
こ
つ
こ
つ
積
み
重
ね
て
き
た
。
補
欠

の
生
徒
も
自
分
の
持
ち
場
で
活
躍
し
て

い
る
。
ひ
と
り
で
も
欠
け
て
は
勝
つ
こ

と
は
で
き
な
い
。」
と
生
徒
の
真
面
目

さ
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
よ
さ
を
誉
め
て

い
ま
し
た
。
片
村
主
将
は
「
次
の
大
会

で
は
県
大
会
の
優
勝
は
意
識
せ
ず
、
全

員
で
挑
み
た
い
。
主
将
と
し
て
チ
ー
ム

を
ま
と
め
て
い
き
た
い
。」
と
意
気
込

み
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

浜
坂
中
学
校
相
撲
部
は
、
大
相
撲
で

活
躍
す
る
力
士
な
ど
多
く
輩
出
し
て
お

り
、
先
輩
に
続
く
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま

す
。が

ん
ば
れ
！
浜
坂
中
学
校
相
撲
部
。

み
ん
な
応
援
し
て
い
ま
す
。

浜
坂
中
相
撲
部
が　
　
　
　
　
　
　

　

県
中
学
生
相
撲
選
手
権
大
会
で
連
覇

国
際
理
解
と
英
語
力
の
向
上
を

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
研
修
に
備
え
て
結
団
式

頑張る中学生を応援します

浜
坂
中
学
校
相
撲
部
が
６
月
６
日
に
姫
路
市
で
開
か
れ
た
第
51
回
県
中
学
生
相
撲

選
手
権
大
会
の
団
体
戦
（
３
人
制
）
で
、
見
事
２
年
連
続
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

片
村
敬
也
主
将
は
個
人
戦
で
も
準
優
勝
し
、
８
月
８
日
に
東
京
両
国
国
技
館
で
行
わ

れ
る
第
21
回
全
国
都
道
府
県
中
学
相
撲
選
手
権
に
出
場
し
ま
す
。

７
月
27
日
に
は
兵
庫
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
を
控
え
て
お
り
、
近
畿
大
会
、
全

国
大
会
出
場
を
目
指
し
て
連
日
、
け
い
こ
に
励
ん
で
い
ま
す
。

町
と
町
教
委
で
は
、中
学
生
の
国
際
理
解
や
英
語
力
の
向
上
な
ど
を
目
的
と
し
て
、

中
学
校
海
外
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
16
人
の
生
徒
が
７
月
31
日
か
ら
８
月

12
日
ま
で
の
日
程
で
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
「
マ
ウ
ン
ト
・
ハ
ッ
ト
・
カ
レ
ッ
ジ
」

（
夢
が
丘
中
）
と
「
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
・
エ
リ
ア
・
ス
ク
ー
ル
」（
浜
坂
中
）
で
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
学
校
で
の
授
業
や
校
外
活
動
を
体
験
し
ま
す
。

大会連覇を果たした浜坂中学校相撲部員
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頑張る中学生を応援します

６
月
７
日
に
参
加
者
と
そ
の
保
護
者

な
ど
が
出
席
し
て
結
団
式
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
研
修
に
協
力
い
た
だ
い
て
い

る
国
際
交
流
協
会
の
朝
野
健
次
会
長
か

ら
「
事
前
学
習
を
し
っ
か
り
す
れ
ば
、

楽
し
さ
は
倍
増
す
る
。
あ
い
さ
つ
な
ど

当
た
り
前
の
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
外

国
で
も
大
切
だ
。」
と
ア
ド
バ
イ
ス
と

激
励
の
こ
と
ば
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
ひ
と
り
一
人
が
抱
負
を
発
表

し
た
後
、
生
徒
を
代
表
し
て
田
中
智
行

さ
ん
（
夢
が
丘
）
が
「
将
来
、
国
際
的

な
仕
事
に
就
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

本
場
の
英
語
を
学
び
、
異
文
化
を
理
解

し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
た

町
教
育
委
員
会
は
、
町
民
の
皆
さ
ん

に
生
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
聴
い
て
い

た
だ
こ
う
と
ク
ラ
シ
ッ
ク
パ
ー
ク
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
て
お
り
、
出
演
者
の

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
吹
奏
楽
指
導

の
機
会
を
も
っ
て
い
ま
す
。

夢
が
丘
中
学
校
で
は
、
17
日
に
コ
ン

ク
ー
ル
で
演
奏
す
る
「
元
禄
」
の
指
導

を
受
け
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
、
ま
ず

中
学
生
の
演
奏
を
聴
き
、
楽
器
の
セ
ッ

テ
ィ
ン
グ
か
ら
、金
管
楽
器
の
吹
き
方
、

打
楽
器
の
ば
ち
の
持
ち
方
に
至
る
ま
で

熱
心
に
指
導
し
て
い
ま
し
た
。
24
人
の

部
員
た
ち
も
真
剣
に
指
導
を
受
け
て
演

奏
の
ヒ
ン
ト
や
集
中
力
を
持
続
さ
せ
る

こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
、
回
数
を
重
ね

る
ご
と
に
迫
力
あ
る
演
奏
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

ア
ル
ト
サ
ッ
ク
ス
を

担
当
す
る
３
年
生
中
野

桃
花
さ
ん
は
、「
息
の

圧
力
が
す
ご
か
っ
た
。

サ
ッ
ク
ス
が
自
分
の
体

の
一
部
の
よ
う
に
吹
い

て
い
た
」
と
目
を
輝
か

せ
て
い
ま
し
た
。

兵
庫
県
吹
奏
楽
コ
ン

ク
ー
ル
但
馬
地
区
予
選

は
７
月
30
日
に
豊
岡
市

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
練

習
の
成
果
を
発
揮
し

て
、
昨
年
以
上
の
成
績

を
収
め
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
を
め
ざ
し
て

吹
奏
楽
部
が
ク
ラ
シ
ッ
ク
パ
ー
ク
音
楽
指
導
を
受
け
ま
し
た

い
。
町
の
派
遣
と
い
う
責
任
感
も
感
じ

て
い
る
。」、
北
村
智
稀
さ
ん
（
浜
坂
）

は
「
交
流
を
深
め
る
た
め
に
は
文
化
や

歴
史
を
知
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
事
前

研
修
を
し
っ
か
り
し
て
い
き
た
い
。
参

加
者
全
員
で
協
力
し
合
い
、
自
分
の
成

長
や
自
信
に
つ
な
が
る
研
修
に
し
た

い
。」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

中
学
生
の
飽
く
な
き
探
求
心
と
限
り

な
い
可
能
性
を
応
援
し
ま
す
。

夢
が
丘
中
学
校
と
浜
坂
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
は
、
県
吹
奏
楽
コ

ン
ク
ー
ル
出
場
を
目
指
し
て
連
日
、
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
両

吹
奏
楽
部
は
６
月
17
日
と
18
日
に
、
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
奏
者
４
人
組

み「
カ
ル
テ
ッ
ト
・
ス
ピ
リ
タ
ス
」か
ら
演
奏
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　
　

決
意
を
述
べ
る
北
村
智
稀
さ
ん

指導を受ける夢が丘中学校吹奏楽部
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私
た
ち
の
公
共
交
通
が
危
な
い
！！

　
　

乗
っ
て
守
ろ
う
、
私
た
ち
の
移
動
手
段

(

最
終
回)

　

ま
ち
の
活
性
化
に
は
欠
か
せ
な
い
公
共
交
通
。
私
た
ち
の
日
常
生
活
や
観
光
客
を
は
じ
め
と
す

る
来
訪
者
に
と
っ
て
は
と
て
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
天
候
不
良
や
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
、
景
気
の
低
迷
と
高
速
道
路
料
金
の
低

廉
化
等
よ
っ
て
、
公
共
交
通
は
全
国
的
に
衰
退
傾
向
で
し
た
。
し
か
し
、
高
齢
化
社
会
に
お
け
る

住
民
の
将
来
や
地
域
の
活
性
化
に
と
っ
て
、公
共
交
通
を
守
る
こ
と
は
と
て
も
大
切
な
課
題
で
す
。

公
共
交
通
の
維
持
の
た
め
、
住
民
の
皆
様
と
と
も
に
今
後
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

最
終
回
は
、
公
共
交
通
を
守
る
た
め
の
町
の
主
な
施
策
を
紹
介
し
ま
す
。

★
来
春
、
導
入
さ
れ
る
特
急
は
ま
か
ぜ

号
新
型
車
両
の
利
用
促
進
を
図
り
、

全
便
浜
坂
駅
以
西
の
乗
り
入
れ
を
要

望
し
て
い
き
ま
す
。

★
鳥
取
～
豊
岡
間
の
普
通
列
車
乗
り
継

ぎ
改
善
と
直
通
列
車
運
行
を
要
望
し

て
い
き
ま
す
。

※
餘
部
橋
り
ょ
う
の
新
橋
架
け
替
え
工

事
は
８
月
12
日
の
供
用
開
始
に
向
け

て
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴

い
、
７
月
17
日
（
土
）
～
８
月
11
日

（
水
）
は
、
浜
坂
駅
か
ら
香
住
駅
の

間
を
全
線
運
休
し
、
代
行
バ
ス
を
運

行
し
ま
す
。

★
新
温
泉
町
民
ふ
れ
あ
い
の
旅
の
実
施

Ｊ
Ｒ

Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線
が
便
利
に
利
用
で
き
る
た
め
の
施
策

Ｊ
Ｒ
浜
坂
駅
を
利
用
い
た
だ
く
た
め
の
施
策

★
新
温
泉
町
民
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
（
鉄

道
グ
ッ
ズ
館
「
鉄
子
の
部
屋
」）
を

さ
ら
に
魅
力
あ
る
も
の
に
し
ま
す
。

★
町
職
員
の
ｅ
‐
出
張
（
Ｊ
Ｒ
を
利
用

し
た
出
張
）
を
勧
め
、
町
内
企
業
・

各
種
団
体
へ
も
Ｊ
Ｒ
利
用
を
Ｐ
Ｒ
し

ま
す
。

★
餘
部
鉄
橋
新
橋
開
通
や
特
急
は
ま
か

ぜ
号
新
型
車
両
運
行
記
念
の
イ
ベ
ン

ト
開
催
に
協
力
し
ま
す
。

　

６
月
18
～
19
日
に
、「
町
民
ふ

れ
あ
い
の
旅　

魚
津
埋
没
林
・

黒
部
渓
谷
と
名
湯
金
太
郎
温
泉
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は

１
０
９
人
と
当
初
の
予
定
を
大
き

く
上
回
り
、
特
急
は
ま
か
ぜ
号
を

は
じ
め
と
す
る
Ｊ
Ｒ
や
バ
ス
を
利

用
し
た
旅
と
な
り
ま
し
た
。
初
日

か
ら
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た

が
、
参
加
者
は
傘
を
片
手
に
富
山

名
物
の
反
魂
丹
本
舗
（
丸
薬
）
や
、

埋
没
林
博
物
館
を
見
学
し
ま
し

た
。
翌
日
は
、
新
緑
の
黒
部
渓
谷

を
ト
ロ
ッ
コ
列
車
に
ゆ
ら
れ
て
見

学
し
ま
し
た
。
霧
と
新
緑
の
コ
ン

ト
ラ
ス
ト
や
万
年
雪
な
ど
、
参
加

者
は
幻
想
的
な
風
景
を
満
喫
し
ま

し
た
。

トロッコを利用した町民ふれあいの旅

来春から運行する特急はまかぜの新型車両
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こ
の
ほ
か
に
も
、
様
々
な
取
り
組
み

を
進
め
、
利
用
促
進
と
効
率
性
を
向
上

さ
せ
な
が
ら
、
住
民
の
皆
様
の
生
活
移

動
手
段
で
あ
る
公
共
交
通
を
維
持
し
て

い
き
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

―

問
い
合
わ
せ―

　

　

企
画
課　

℡ 

82
‐
５
６
２
４

★
東
京
行
き
増
便
（
５
往
復
就
航
）
に

向
け
た
要
望
活
動
を
行
う
と
と
も

に
、利
用
促
進
事
業
に
参
加
し
ま
す
。

★
乗
車
運
賃
を
大
人
で
最
大
３
０
０
円

（
小
人
半
額
）
を
継
続
し
ま
す
。

★
事
前
予
約
バ
ス
、
臨
時
便
（
ス
ク
ー

ル
専
用
便
）、
フ
リ
ー
乗
降
区
間
を

つ
く
り
ま
す
。

バ
ス

夢
つ
ば
め
（
町
民
バ
ス
）
実
証
運
行

運
休
路
線
に
合
わ
せ
た
町
民
タ
ク
シ
ー
導
入　
　
　
　
　

　

８
／
１
か
ら
久
斗
山
線
、
田
井
線
、
三
尾
線
は
土
・
休
日
運
休  

　
　

タ
ク
シ
ー
利
用
補
助
券
を
配
布
し
ま
す

　

久
斗
山
線
、
田
井
線
、
三
尾
線
は
、

利
用
実
績
が
運
行
基
準
を
下
回
る
こ
と

か
ら
、
８
月
１
日
か
ら
来
年
３
月
31
日

ま
で
、
土
曜
日
と
休
日
を
全
面
運
休
し

ま
す
。対
象
路
線
の
13
集
落
に
つ
い
て
、

代
替
え
交
通
と
し
て
町
民
タ
ク
シ
ー
の

試
験
導
入
を
行
い
ま
す
。
タ
ク
シ
ー
を

利
用
し
た
場
合
、
補
助
を
受
け
ら
れ
る

タ
ク
シ
ー
利
用
券
が
一
世
帯
あ
た
り
１

カ
月
４
枚
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ま
た
、
浜
坂
中
学
校
の
土
曜
日
の
通

学
に
つ
い
て
は
、
臨
時
便
（
ス
ク
ー
ル

専
用
便
）
を
登
校
時
２
便
、
下
校
時
１

便
を
運
行
し
ま
す
。
こ
の
臨
時
便
は
一

般
の
方
は
乗
車
い
た
だ
け
ま
せ
ん
の

で
、
お
間
違
え
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
実
証
実
験
を
含
め
た
夢

つ
ば
め
の
実
証
運
行
は
今
年
度
末
ま
で

で
す
。こ
の
間
の
調
査
結
果
を
も
と
に
、

次
年
度
以
降
の
利
便
性
向
上
と
効
率
化

に
つ
い
て
検
討
し
、
夢
つ
ば
め
の
本
格

運
行
を
検
討
し
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
町
民
バ
ス
な
ど
他
の
公
共
交
通
機
関

と
の
乗
り
継
ぎ
を
改
善
し
ま
す
。

★
親
し
み
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

町
民
バ
ス
車
両
を
統
一
し
た
デ
ザ
イ

ン
に
し
ま
す
。

★
本
格
運
行
実
施
に
向
け
て
運
行
実
態

調
査
を
行
い
、現
状
を
分
析
し
ま
す
。

ゆ
め
ぐ
り
エ
ク
ス
プ
レ
ス
バ
ス
運
行
事
業

タ
ク
シ
ー

飛
行
機

但
馬
空
港
を
利
用
い
た
だ
く
た
め
の
施
策

鳥
取
空
港
を
利
用
い
た
だ
く
た
め
の
施
策

★
町
但
馬
空
港
利
用
助
成
金
事
業
（
但

馬
空
港
を
利
用
し
た
方
に
助
成
金
）

を
実
施
し
ま
す
。

★
但
馬
空
港
を
利
用
し
た
小
学
生
社
会

施
設
見
学
を
継
続
し
、
参
加
保
護
者

の
助
成
金
額
を
増
額
し
ま
す
。　

★
東
京
直
行
便
の
実
現
に
向
け
、
要
望

活
動
を
行
い
ま
す
。

町
民
タ
ク
シ
ー
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

利
用
券
の
配
布
枚
数
を
増
や
し
ま
す

☆
現
在
の
町
民
タ
ク
シ
ー
利
用
者
の
う

ち
、
利
用
頻
度
の
高
い
方
に
対
し
て
、

配
布
済
の
利
用
券
に
加
え
、
さ
ら
に
48

枚
を
上
限
（
合
計
96
枚
）
と
し
て
配
布

し
ま
す
。
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景
観
を
考
え
て
サ
ク
ラ
、

モ
ミ
ジ
な
ど
の
育
林
事
業
を

　

育
林
事
業
は
、
景
観
も
視
野
に
入

れ
て
サ
ク
ラ
や
イ
チ
ョ
ウ
、
モ
ミ
ジ

な
ど
色
彩
豊
か
な
木
々
を
植
林
で
き

な
い
か
。

景
観
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン　

　

味
原
川
周
辺
か
ら
浜
坂
駅
ま
で
延

長
す
る
動
線
を
作
っ
て
は
ど
う
か
。

味
原
川
か
ら
湯
村
温
泉
を
結
ぶ
将
来

的
な
計
画
が
必
要
だ
と
思
う
。

住
民
に
親
し
ま
れ
る
場
を

ア
ー
ト
活
動
に
活
用
し
た
い

　

味
原
川
や
松
林
、
湯
村
温
泉
街
な

ど
親
し
み
の
あ
る
場
を
ア
ー
ト
活
動

の
場
に
活
用
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
20
代　

男
性
）

―

ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き―

　

皆
さ
ま
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

住
民
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
す
る
た
め
、
皆
さ
ま
か
ら
ま
ち

づ
く
り
に
対
す
る
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
２
名
の
方
か
ら
ア
イ
デ
ア
を
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

町政のうごきから

　

町
で
は｢

北
但
広
域
ご
み
・
汚
泥
処

理
施
設
（
都
市
施
設
名
称　

北
但
ご
み

処
理
施
設
）｣

を
都
市
計
画
法
に
基
づ

く
都
市
施
設
と
し
て
定
め
る
予
定
に
し

て
い
ま
す
。

　

都
市
計
画
（
案
）
の
概
要
を
お
知
ら

せ
し
、
意
見
を
お
聞
き
す
る
た
め
、
住

民
説
明
会
と
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
都
市
計
画
（
案
）
の
概
要

◇
名
称　

北
但
ご
み
処
理
施
設

◇
位
置　

　
　

豊
岡
市
竹
野
町
森
本
・
坊
岡
地
内

◇
面
積　

約
８
８
，
０
０
０
㎡

▼
住
民
説
明
会

◇
と
き

　

７
月
14
日
（
水
）
午
後
７
時
30
分
～

　
　
　
　
　

受
付　

午
後
７
時
～

◇
と
こ
ろ　

サ
ン
シ
ー
ホ
ー
ル
浜
坂

▼
公
聴
会

◇
と
き　

　

７
月
30
日
（
金
）
午
後
１
時
30
分
～

　
　
　
　
　

受
付　

午
後
１
時
～

◇
と
こ
ろ　

サ
ン
シ
ー
ホ
ー
ル
浜
坂

意
見
陳
述
（
公
述
）
の
募
集

　

公
聴
会
で
意
見
陳
述
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、

農
地
を
守
り
、
後
継
者
が

育
つ
行
政
施
策
を

　

本
町
は
農
家
の
高
齢
化
が
深
刻

で
、
遊
休
農
地
も
増
加
し
て
お
り
、

こ
の
ま
ま
で
は
技
術
も
知
恵
も
農
地

も
失
わ
れ
て
し
ま
う
。
後
継
者
た
ち

の
声
を
聞
き
、
将
来
の
農
業
や
農
村

の
あ
り
方
を
真
剣
に
考
え
た
農
政
を

行
っ
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　
　
（
内
山　

岡
田　

実
）

本
町
の
農
用
地
は
、
担
い
手
不
足
や

米
価
の
下
落
、
数
量
調
整
の
拡
大
等
に

よ
り
年
々
、
耕
作
放
棄
地
が
拡
大
し
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
現
状
の
中
、
耕
作
放
棄

地
対
策
と
し
て
、
平
成
12
年
度
か
ら
中

山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
が
始
ま

り
、
22
年
度
か
ら
は
、
高
齢
化
に
配
慮

し
た
見
直
し
が
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
今
年
度
か
ら
戸
別
所
得
補

償
制
度
モ
デ
ル
対
策
も
始
ま
り
ま
し

た
。「
米
戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
事
業
」、

「
水
田
利
活
用
自
給
力
向
上
事
業
」
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
を
活
用
い
た
だ
き
、

大
切
な
農
地
を
地
域
の
み
な
さ
ん
と
保

全
管
理
し
て
行
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、担
い
手
対
策
の
一
環
と
し
て
、

県
普
及
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
集
落
農
業

研
究
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
参
加
い

た
だ
き
、
郡
内
集
落
の
取
組
を
一
緒
に

学
び
ま
せ
ん
か
。

○
米
戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
事
業

　
　

米
の
生
産
数
量
目
標
に
即
し
た
生

産
を
行
っ
た
販
売
農
家
に
対
し
て
、

所
得
補
償
を
直
接
支
払
う
も
の

　

○
水
田
利
活
用
自
給
力
向
上
事
業

　
　

自
給
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
水

田
を
活
用
し
て
、
麦
・
大
豆
・
米
粉

用
米
・
飼
料
用
米
等
の
生
産
を
行
う

販
売
農
家
に
対
し
て
、
主
食
用
米
並

の
所
得
を
確
保
で
き
る
水
準
を
直
接

支
払
い
す
る
も
の

　
　
　
（
農
林
水
産
課
長　

石
原
孝
行
）

木
材
価
格
が
低
迷
す
る
中
で
、
森
林

管
理
の
果
た
す
役
割
は
、
木
材
生
産
か

ら
多
面
的
機
能
の
持
続
的
発
揮
へ
と
大

き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

サ
ク
ラ
や
イ
チ
ョ
ウ
、
モ
ミ
ジ
と
い

っ
た
広
葉
樹
を
育
て
る
こ
と
は
、
水

源
か
ん
よ
う
水
質
保
全
機
能
や
景
観
と

い
う
視
点
で
、
多
く
の
公
益
的
機
能
が

増
進
し
ま
す
。
広
葉
樹
の
整
備
や
管
理

を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
地
形
・
地

北
但
ご
み
処
理
施
設　

都
市
計
画
決
定
の
説
明
会
・

　
　

公
聴
会
の
お
知
ら
せ
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広報紙に掲載する場合は、氏名を載せてよい・とく名を希望
（どちらかを○で囲ってください）

※
い
た
だ
い
た
ア
イ
デ
ア
は
隔
月
（
奇
数
月
）

に
そ
の
回
答
と
あ
わ
せ
て
本
誌
で
紹
介
し

ま
す
。
掲
載
は
お
一
人
に
つ
き
年
２
回
ま
で
、

３
回
目
以
降
は
個
別
に
お
答
え
し
ま
す
。
な

お
、
ご
提
案
い
た
だ
い
た
文
章
は
、
編
集
の

都
合
で
一
部
修
正
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

   

夏休み中の子どもや高齢者を交通事故から守ろう！  
　　夏の交通事故防止運動                                    
                          ７月 15 日 ( 木 ) ～ 24 日 ( 土 )   
暑さからくるストレスや疲労により気のゆるみが生じ
やすい季節です。夏季特有のレジャー等の増加による
交通量の変化など交通事故の多発が心配されます。運
動期間中は、街頭活動や交通指導取締りを強化します。
　　　　　　　　　　　                                         美 方 警 察 署

質
に
あ
っ
た
導
入
方
法
と
立
地
や
配
置

を
考
え
、
林
業
者
と
の
合
意
や
技
術
を

十
分
に
確
立
し
て
進
め
た
い
と
考
え
ま

す
。　
（
農
林
水
産
課
長　

石
原
孝
行
）

町
内
に
は
湯
・
細
田
地
区
と
味
原
川

周
辺
地
区
の
２
つ
の
景
観
形
成
地
区
が

あ
り
ま
す
。
湯･
細
田
地
区
は
観
光
文

化
と
生
活
文
化
が
入
り
混
じ
っ
た
地
域

の
特
徴
を
踏
ま
え
て
、
活
気
と
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
景
観
形
成
を

進
め
て
い
ま
す
。
一
方
、
味
原
川
周
辺

地
区
は
漁
業
や
北
前
船
な
ど
の
海
運
に

よ
っ
て
栄
え
た
浜
坂
の
歴
史
と
文
化
を

色
濃
く
残
す
地
区
と
し
て
指
定
し
ま
し

た
が
、
将
来
は
駅
前
周
辺
を
含
め
て
指

定
区
域
の
拡
大
も
大
切
な
課
題
だ
と
考

え
ま
す
。

湯
・
細
田
地
区
は
温
泉
地
域
の
、
味

原
川
周
辺
地
区
は
浜
坂
地
域
の
中
心
部

に
位
置
し
、
両
地
区
を
結
ぶ
幹
線
道

路
は
主
要
地
方
道
浜
坂
井
土
線
だ
け
で

す
。
県
内
の
他
地
域
で
は
道
路
沿
い
の

景
観
形
成
を
図
る
「
沿
道
景
観
形
成
地

区
」
に
指
定
さ
れ
て
い
る
事
例
も
あ
り

ま
す
が
、
浜
坂
井
土
線
の
指
定
に
つ
い

て
は
そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
も
含
め
て
今
後

の
課
題
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
　
　
　
（
建
設
課
長　

田
中　

茂
）

公
共
的
な
場
所
を
私
的
な
芸
術
活
動

に
利
用
い
た
だ
く
こ
と
は
、
ま
っ
た
く

問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
昨
年
の
実
例
と

し
て
、
浜
坂
県
民
サ
ン
ビ
ー
チ
の
松
林

は
キ
ャ
ン
プ
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た

し
、
味
原
小
径
は
灯
火
の
和
（
ろ
う
そ

く
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
）
な
ど
に

も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

施
設
を
管
理
し
て
い
る
県
や
町
の
担

当
課
な
ど
に
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
き
、

芸
術
活
動
や
ま
ち
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
に

活
用
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
（
社
会
教
育
課
長　

中
村
光
春
）

意
見
の
要
旨
、
そ
の
理
由
を
記
載
し

た
書
面
を
建
設
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

◇
対
象
者　

浜
坂
都
市
計
画
区
域
内

（
新
温
泉
町
浜
坂
地
域
）
に
住
所
を

有
す
る
方
と
利
害
関
係
者

◇
受
付
期
限　

７
月
20
日
（
火
）
必
着

◇
意
見
の
内
容
が
当
該
案
件
に
関
係
が

な
い
と
認
め
る
と
き
、
ま
た
は
意
見

を
陳
述
す
る
人
数
や
時
間
を
制
限
す

る
と
き
は
、
申
出
者
に
対
し
そ
の
こ

と
を
通
知
し
ま
す
。

―

問
い
合
わ
せ―

　
　

建
設
課　

都
市
整
備
係

　
　
　

℡ 

82
‐
３
１
１
５

味原小径を利用したの灯火の和
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町政のうごきから

■住　所

　　新温泉町

電話　　　　－　　　　　　　　

■氏　名（ふりがな） 年 齢 　　   歳

性 別 男  ・  女 

※個人情報は、「まちづくりアイデアはがき」の目的以外には使用しま
せん。

※住所、氏名等の記載のないはがきへの回答はできませんのでご了承ください。

郵　便　は　が　き

6 6 9 6 7 9 0

新温泉町浜坂 2673-1

新温泉町役場企画課

「まちづくり アイデア はがき」係行
関
心
が
高
い
の
は
障
が
い
者
差
別

平
成
21
年
１
月
に
「
新
温
泉
町
民
の

人
権
に
関
す
る
意
識
調
査
」
を
有
権
者

の
約
一
割
１
，
４
４
０
人
の
男
女
を
対

象
に
実
施
し
ま
し
た
。

左
の
表
は
、そ
の
中
の
「
あ
な
た
は
、

ど
の
よ
う
な
人
権
や
差
別
問
題
に
関
心

を
持
っ
て
い
ま
す
か
。」
と
い
う
質
問

に
対
す
る
男
女
別
の
回
答
結
果
で
す
。

（
複
数
回
答
）

男
女
と
も
最
も
関
心
が
高
い
の
は
、

「
障
が
い
者
差
別
」
で
５
割
を
超
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、「
男
女
差
別
・
高
齢

者
に
関
す
る
差
別
」
に
つ
い
て
は
か
な

８
月
行
事
予
定

7
月
29
日(

火) 

★
企
業
・
事
業
所
訪
問
啓
発

8
月 

２
日(

月) 

★
た
そ
が
れ
コ
ン
サ
ー
ト

　

◇
午
後
５
時
～　

※
雨
天
中
止

　

◇
Ｊ
Ｒ
浜
坂
駅
前

　

◇
浜
坂
少
年
少
女
音
楽
隊
と
浜
坂
中

学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
、
浜
坂
北
小

学
校
児
童
演
技

★
街
頭
パ
レ
ー
ド

　

◇
午
後
５
時
30
分
～　

※
雨
天
中
止

　

◇
Ｊ
Ｒ
浜
坂
駅
か
ら
浜
坂
認
定
こ

ど
も
園
ま
で
を
浜
坂
少
年
少
女
音
楽

―　なくそう差別　守ろう人権　みんなの２１世紀　―　　

８月は「差別をなくし人権文化をすすめる」町民運動推進強調月間です
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　―人権啓発推進条例制定の町　しんおんせん―

　

21
世
紀
は
「
人
権
の
世
紀
」
と
い
わ
れ
、
国
際
社
会
、
国
内
、
県
内
に
お
い

て
人
権
に
関
す
る
取
り
組
み
の
一
層
の
推
進
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
も
、人
権
に
関
す
る
取
り
組
み
の
推
進
は
重
要
な
柱
の
一
つ
と
し
て
、

町
行
政
と
町
民
が
と
も
に
、
人
権
意
識
を
高
め
、
お
互
い
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、

差
別
の
な
い
誇
り
が
持
て
る
ま
ち
、地
域
社
会
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、「
差
別
を
な
く
し
人
権
文
化
を
す
す
め
る
」
こ
と
を
町
民
運
動
と
し
て

取
り
組
ん
で
お
り
、
特
に
８
月
を
推
進
強
調
月
間
と
し
て
、
人
権
講
演
会
、
街

頭
啓
発
、
企
業
・
事
業
所
訪
問
啓
発
、
人
権
学
習
会
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

人
権
啓
発
推
進
の
取
り
組
み
に
、
ぜ
ひ
、
多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　平成 21 年度人権標語優秀作品

　　　　
「ねぇ、あそぼ！」さそってくれる子　またふえた (浜坂北小２年（当時）谷田大登さん )

　　　　　一言が　一人ぼっちを　人の輪へ (夢が丘中３年（当時）中井絢女さん )
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（
幻
冬
舎
）
を
発
表
。
現
代
日
本
に

い
ま
だ
残
る
差
別
の
実
際
に
踏
み
込

ん
だ
内
容
が
、「
平
成
の
『
破
戒
』」

と
も
評
さ
れ
、
大
き
な
反
響
を
呼
ん

で
い
ま
す
。

★
各
地
区
人
権
学
習
会

　

◇
午
後
７
時
30
分
～
９
時

　

◇
障
が
い
問
題
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し

た
ア
ニ
メ
ド
ラ
マ
を
上
映
し
ま
す
。

☆
赤
崎
地
区
公
民
館　

８
月
４
日（
水
）

☆
居
組
地
区
公
民
館　

８
月
６
日（
金
）

☆
浜
坂
東
小
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
月
７
日（
土
）

☆
諸
寄
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
月
20
日（
金
）

☆
久
斗
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
月
21
日（
土
）

☆
浜
坂
南
小
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
月
22
日（
日
）

☆
文
化
会
館　
　
　
　

８
月
25
日（
水
）

☆
御
火
浦
集
会
所　
　

８
月
27
日（
金
）

☆
温
泉
地
域
で
は
ふ
れ
あ
い
学
級
と
し

て
年
間
を
通
じ
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

人
権
ビ
デ
オ
上
映
・
貸
出
、
講
師
の

派
遣
な
ど
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

―

問
い
合
わ
せ―

　

文
化
会
館　

℡ 

82
‐
３
３
２
８

　

社
会
教
育
課　

℡ 
82
‐
５
６
２
９

　

教
委
分
室　

℡ 
92
‐
１
８
７
０

広報しんおんせん（7月号）

H22（2010）.7.8

町政のうごきから

り
男
女
差
が
見
ら
れ
ま
す
。　

年
代
別
に
見
る
と
、「
男
女
差
別
」

に
つ
い
は
20
代
～
30
代
で
関
心
が
高

く
、「
高
齢
者
に
関
す
る
差
別
」
に
つ

い
て
は
60
代
～
70
代
で
、
年
代
に
応
じ

た
課
題
・
身
近
に
存
在
す
る
人
権
問
題

に
関
心
を
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
部

落
差
別
」
に
つ
い
て
は
年
代
、
男
女
を

問
わ
ず
高
い
関
心
を
示
し
て
い
ま
す
。

隊
・
浜
坂
中
学
校
吹
奏
楽
部
が
演
奏

パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
す
。

★
各
地
区
街
頭
啓
発

　

の
ぼ
り
設
置
、
啓
発
グ
ッ
ズ
の
配
布

8
月
４
日
（
水
）

★
人
権
相
談
日

　

◇
午
前
９
時
～
11
時
30
分

　

◇
文
化
会
館
・
町
民
セ
ン
タ
ー

8
月
7
日
（
土
）

★
人
権
を
考
え
る
集
い

　

◇
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　

◇
夢
ホ
ー
ル　

　

◇
人
権
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
優
秀
作
品

表
彰
、
パ
ネ
ル
展
示

　

◇
講
演　

　
　

差
別
の
な
い
社
会
を
め
ざ
し
て　

　
「
太
郎
が
恋
を
す
る
頃
ま
で
に
は
…
」

　
　

フ
ジ
テ
レ
ビ 
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

　
　
　

栗
原　

美
和
子
さ
ん

　

※
講
師
紹
介
※

　
　

辣
腕
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て

『
ピ
ュ
ア
』『
バ
ー
ジ
ン
ロ
ー
ド
』『
人

に
や
さ
し
く
』
な
ど
数
々
の
ヒ
ッ
ト

ド
ラ
マ
を
生
み
出
し
ま
し
た
。

　
　

２
０
０
７
年
、
猿
ま
わ
し
芸
人
の

村
崎
太
郎
さ
ん
と
電
撃
結
婚
し
、
世

間
を
驚
か
せ
ま
し
た
。
村
崎
さ
ん
と

自
身
の
経
験
を
も
と
に
被
差
別
部
落

問
題
を
真
正
面
か
ら
描
い
た
私
小
説

「
太
郎
が
恋
を
す
る
頃
ま
で
に
は
…
」

　あなたはどのような人権や差別問題に関心がありますか？
項　　　　　目 男性（％） 順位 女性（％）順位

１ 障がい者差別 53.1 1 50.9 1
２ 部落差別 37.4 2 32.2 3
３ 男女差別 23.9 4 33.0 2
４ 高齢者に関する差別 36.1 3 23.6 4
５ 子どもに関する差別 21.0 5 22.9 5
６ エイズなどに対する差別 15.1 6 15.6 7
７ 在日外国人差別 14.8 7 15.8 6

―　なくそう差別　守ろう人権　みんなの２１世紀　―　　

８月は「差別をなくし人権文化をすすめる」町民運動推進強調月間です
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　―人権啓発推進条例制定の町　しんおんせん―

　平成 21 年度人権標語優秀作品

　　　　
「ねぇ、あそぼ！」さそってくれる子　またふえた (浜坂北小２年（当時）谷田大登さん )

　　　　　一言が　一人ぼっちを　人の輪へ (夢が丘中３年（当時）中井絢女さん )
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加藤文太郎
記念図書館

「７月のおすすめの本」
ご案内

鶴になった老人
　高橋良治著／角川書店

鳥嫌いだった高橋青年は、鶴公園で丹
頂鶴の飼育の仕事についた事がきっか
けで、丹頂鶴の虜になった。本書は、
彼が家族を犠牲にしながらも丹頂鶴の
保護に人生を捧げた自伝である。鶴か
ら学んださまざまな大切なことを伝授
する。

平城京の仏たち
　金子啓明著／東京美術

日本で最も優れた仏像の宝庫である平
城京。そこにある東大寺、興福寺など
の寺院を取り上げ、個性的で魅力あふ
れる仏像７０体を紹介。

四十九日のレシピ
　伊吹有喜著／ポプラ社

熱田家の母・乙美が亡くなり、父の良
平は生きる気力をなくしていた。そこ
に、ガングロ、金髪の井本が現れ、生
前の乙美から自分が死んだら四十九日
までの間、家事を請け負うよう頼まれ
たと言う。そして、家族は乙美が生前
に作っていた「暮らしのレシピ」の存
在を知る。大切な人が残したそのレシ
ピとは…。

徳田さん家はおばけの一家
ねじめ正一作・武田美穂絵／講談社

徳田家はおばけの家族。それも血がつ
ながっていない寄せ集めの家族である。
ある日、家族で働いていたおばけ屋敷
が閉館する危機に陥ったことをきっか
けに世間の悪事に立ち向かうおばけ家
族の物語。

おおなかすいたばったのトト
得田之久作／福音館書店

おなかがペコペコのとのさまばったの
トトが、大好きなえのころぐさを探し
ていると、「チルリチルリ」「ズーズル
ジュルジュル」など不思議な音が聞こ
えてきました。そして、ごちそうを食
べているさまざまな虫たちに出会いま
す。トトは、えのころぐさが見つけら
れるでしょうか。

  

おはなし会　　 　　        　      
絵本の読み聞かせや紙芝居、簡単な
折り紙などをします。お子さんと一緒に
参加しませんか。

『なつのおとずれ』他
◆と 　き　7月24日（土）午後２時～

『こぐまのまぐのなつやすみ』他
◆と 　き　8月7日（土）午後２時～

休館日のお知らせ　　　　      

【夏休みの宿題特設コーナー】
　夏休みの宿題に役立つ本として
『自由研究の本』、『読書感想文の
本』、『工作の本』のコーナーを 7
月 12 日（月）から設けます。貸出、
予約とも各コーナーごとに一人２
冊までとします。

【開館時間】
月～金曜日　午前 10 時～午後 6 時
土・日曜日　午前 10 時～午後 5 時
＊リクエストや予約したい本があり

ましたら気軽にお問い合わせくだ
さい。

TEL（0796）82-5251

広報しんおんせん（7月号） 12

７月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

は休館日

８月
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31
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広報しんおんせん（7月号）

　
　
　
　

　

町
は
、
京
都
府
・
兵
庫
県
・
鳥
取
県
の
行
政
機

関
や
民
間
組
織
と
連
携
し
て
、「
山
陰
海
岸
ジ
オ

パ
ー
ク
」
の
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
へ
の
認
定
に
向
け

て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

町
内
の
ジ
オ
サ
イ
ト(

見
ど
こ
ろ
）に
つ
い
て
、

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館
の
谷
本
勇
館
長
が
シ

リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

田
井
ノ
浜
一
帯
は
今
か
ら
五
～

六
千
万
年
前(

日
本
列
島
が
大
陸
の
東

端
に
あ
っ
た)

に
マ
グ
マ
が
地
下
深
く

で
冷
え
固
ま
っ
た
岩
石
（
花
崗
岩
）
が
、

地
表
に
顔
を
出
し
た
も
の
で
す
。
岩
壁

に
は
花
崗
岩
特
有
の
ほ
ぼ
直
角
に
交
わ

る
節
理
や
断
層
が
あ
り
、
割
れ
目
に
そ

っ
て
地
下
か
ら
入
り
込
ん
だ
マ
グ
マ

（
安
山
岩
）
が
冷
え
固
ま
っ
た
大
小
の

岩
脈
が
見
ら
れ
ま
す
。

海
岸
に
は
玉
石
の
美
し
い
磯
や
節
理

に
沿
っ
て
浸
食
や
崩
壊
が
進
ん
だ
三
角

形
の
断
崖
や
小
島
、
洞
門
洞
窟
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
田
井
の
松
島
一
帯
は
魚
介

類
等
に
恵
ま
れ
て
い
て｢

浜
坂
海
中
公

園
地
区
１
号(

１
９
７
１
年)｣

に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館

　
　
　
　
　
　
　

℡　

82
‐
５
２
２
２

玉
石
の
美
し
い
磯
「
田た

井い

ノの

浜は
ま

」

ジオサイトに行こう

　 
シリーズ②

　
　
　
　

「
今
な
ら
安
い
」
の　
　

　

       
こ
と
ば
に
注
意
！

相
談
例

　

家
で
お
茶
を
飲
ん
で
い
る
と
、
男
の

人
が
訪
ね
て
き
た
。「
表
札
が
古
く
な
っ

て
い
る
、
替
え
た
方
が
い
い
。
今
な
ら

セ
ー
ル
中
で
安
い
か
ら
」
と
言
わ
れ
、

　

悩
ん
で
い
る
間
に
、
表
札
を
外
さ
れ

た
。

　
「
今
日
は
、
外
枠
だ
け
置
い
て
い
く
、

十
日
後
く
ら
い
に
に
郵
送
す
る
か
ら

待
っ
て
い
て
、
料
金
は
５
，
０
０
０
円

に
ま
け
と
く
か
ら
」
と
押
し
切
ら
れ
て

し
ま
っ
た
。　

し
か
た
な
く
現
金
で
支

払
っ
た
。

　

２
週
間
が
過
ぎ
た
け
ど
表
札
は
届
か

な
い
、
領
収
書
に
書
い
て
あ
る
と
こ
ろ

に
電
話
を
し
た
が
、
使
わ
れ
て
い
な
い

と
言
う
。
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。

　

近
隣
市
町
で
、
被
害
が
増
加
し
て
い

ま
す
。

　

今
回
の
場
合
、
領
収
書
に
は
携
帯
電

話
の
番
号
し
か
表
示
が
な
く
、
業
者
と

連
絡
が
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
残
念
な

が
ら
、
交
渉
手
段
が
な
く
お
金
を
取
り

返
す
こ
と
が
困
難
で
す
。　
　

　

必
要
が
無
い
も
の
は
、
は
っ
き
り
と

断
わ
り
ま
し
ょ
う
。

　
「
お
か
し
い
な
、困
っ
た
な
」
と
思
っ

た
ら
お
早
め
に　
『
消
費
生
活
相
談
室
』

へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

　
【
新
温
泉
町
消
費
生
活
相
談
室
】

　
　

▽
相
談
受
付　

月
～
金
曜
日

　
　
　
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　

▽
温
泉
総
合
支
所
内

　
　
　

℡　

92
‐
１
１
３
１
（
代
表
）

消
費
生
活
相
談
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

多
重
債
務
講
演
会
で
の
寸
劇
相
談

▼美しい田井ノ浜を訪れる人は多い

▲荒々しい花崗岩の磯
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まちの求人案内
　（常　用） 　（パート） 平成 22 年 6 月 30 日現在

－問い合わせ－
ハローワーク豊岡　℡（0796）23-3101
ハローワーク香住　℡（0796）36-0137
ハローワーク鳥取　℡（0857）23-2021
サンシーホール浜坂　℡（0796）82-1735

広報しんおんせん（7月号）

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）
（浜坂地域）
㈱大上建設 土木施工管理技士 59 以下 250 ～ 300
㈲松本電気商会 電気設備工事工 59 以下 170 ～ 260
浜美屋食品㈱ 工員 不問 127 ～ 132
日本精機宝石工業㈱ 生産作業 40 以下 126 ～ 142
㈱マル海渡辺水産 営業 64 以下 180 ～ 300

㈱隆栄水産
ウ エ ー タ ー、
ウエートレス 不問 127 ～ 170
調理師 270 ～ 300

特定医療法人杏風会
　浜坂七釜温泉病院

看護師 不問 180 ～ 215
看護補助者 138

（温泉地域）
総本家　栃泉 販売 不問 127 ～ 140
㈱朝野家 営業係 不問 140 ～ 150
㈱御やどゆもと 客室係 59 以下 176

㈱寿荘
事務員 59 以下 140 ～ 170
客室係 不問 198 ～ 286

社会福祉法人春来福祉会
特別養護老人ホームゆむら

介護員 不問 156 ～ 178
介護支援専門員 136

富士綜合警備保障㈱ 機動パトロール、
機械鵜警備員 18 ～ 40 150 ～ 200

事業所名 職種 年齢 時給（円）
（浜坂地域）

㈱マルワ渡辺水産 レジ 不問 730 ～ 800
サラダ館浜坂店 贈答品販売員 不問 800

㈱マル海渡辺水産
販売店員

不問 750 ～ 1,000
フロアースタッフ

㈱隆栄水産 ウ エ ー タ ー、
ウエートレス 不問 750 ～ 950

㈲ＯＮＥ 携帯電話販売員 不問 750
㈱エコール鳥取 塾講師 不問 850 ～ 1,500

（温泉地域）
㈱井筒屋 インターネ

ット担当 不問 875 ～ 950

㈱寿荘 洗浄・雑務係 不問 750

夢夢 フロアスタッフ 18 以上 1,200 ～ 2,000
カウンタースタッフ 750 ～ 1,200

社会福祉法人春来福祉会
特別養護老人ホームゆむら 看護師 不問 1,000

ケービックス㈱ クリーンクルー 不問 725 ～ 800

契 約 請 負 状 況   （250 万円以上 )
工 事 ・ 事 業 名 場所 規　　　　　模 契約額 ( 円 ) 工　　　　　   期 業　者　名

温泉小学校プールサイ
ド改修工事 湯 プールサイド改修、洗眼・

シャワー配管改修他　１式 3,675,000 平成 22 年 5 月 20 日～
　平成 22 年 6 月 16 日 ㈲西村住建工業

浜坂北小学校特別支援
教室エアコン設置工事 浜坂 エアコン設置（３教室）、

外灯改修他　１式 4,945,500 平成 22 年 5 月 20 日～
　平成 22 年 6 月 16 日 ㈱岸本工務店

健康公園センター
ハウス屋根修繕工事 湯 箱樋改修、雪止金具取付他

１式 5,848,500 平成 22 年 5 月 21 日～
　平成 22 年 7 月 30 日 オザキ住建㈱

浜坂公共建設残土処分
場場内整地工事 浜坂 場 内 整 地 工 事　 １ 号 処 分 場　 土 工

1,300㎥、２号処分場　土工 9,400㎥ 2,604,000 平成 22 年 5 月 21 日～
　平成 23 年 3 月 30 日 株本建設工業㈱

段川前田橋橋梁架替工
事 七釜 橋長　10.5 ｍ　幅員 6m

護岸工　１式 48,090,000 平成 22 年 5 月 26 日～
　平成 23 年 3 月 25 日 ㈱三島組

ささゆりナースコール
改修工事 二日市 ナースコールシステム改修

及び付帯工事　1 式 19,393,500 平成 22 年 5 月 31 日～
　平成 22 年 7 月 31 日 オザキ住建㈱

ユートピア浜坂館内床改修及び内壁
改修並びに浴槽内目地等改修工事 浜坂 床、内壁、浴槽目地他改修

１式 6,825,000 平成 22 年 6 月 1 日～
　平成 22 年 6 月 30 日 ㈱岸本工務店

美西浄化センター土壌脱臭配管
改修及び脱臭床配管清掃工事 浜坂 土壌脱臭配管改修、脱臭床

配管清掃　１式 3,076,500 平成 22 年 6 月 3 日～
　平成 22 年 8 月 31 日 ㈲大谷建設

ジオパーク館２階改修
工事 芦屋 内装・給排水・空調・照明設

備他改修　１式 6,279,000 平成 22 年 6 月 4 日～
　平成 22 年 7 月 26 日 株本建設工業㈱

町道小山奥土井線道路
改良工事 多子 施工延長 47m、土工・取壊工１式、排水工延

長 48m、擁壁工延長 86m、舗装工面積 370㎡ 11,760,000 平成 22 年 6 月 10 日～
 平成 22 年 10 月 12 日 赤坂土建㈱

（平成 22 年 5 月 16 日～平成 22 年 6 月 15 日契約分）
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農
業
委
員
会
情
報
№
53―

平
成
22
年
度
の
目
標
と
活
動
計
画
を
策
定

　

新
温
泉
町
農
業
委
員
会
は
、
４
月
28

日
に
第
４
回
総
会
を
開
催
し
、
平
成
22

年
度
の
目
標
と
そ
の
達
成
に
向
け
た
活

動
計
画
を
検
討
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
、
住
民
皆

さ
ん
の
意
見
を
聴
取
し
た
上
で
本
年
度

の
活
動
計
画
を
６
月
25
日
に
策
定
し
ま

し
た
。

　

そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

①
認
定
農
業
者
等
担
い
手
の
育
成
と
確
保

【
課
題
】

　

高
齢
化
や
後
継
者
不
足
に
よ
り
地

域
の
農
業
を
担
う
者
が
減
少
し
て
お

り
、
早
急
に
対
策
を
講
じ
て
利
用
集

積
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
活
動
計
画
】

　

地
域
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議
会

や
集
落
座
談
会
に
参
画
し
、
認
定
農

業
者
制
度
の
周
知
や
普
及
を
行
い
ま

す
。

②
担
い
手
へ
の
農
地
の
利
用
集
積

【
課
題
】

　

農
業
従
事
者
の
減
少
や
高
齢
化
等
に

よ
る
耕
作
放
棄
地
の
増
加
、
農
地
の

分
散
等
が
、
農
地
の
確
保
や
有
効
利

用
を
図
る
上
で
の
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

【
活
動
計
画
】

　

円
滑
な
権
利
移
動
が
で
き
る
よ
う
農

業
委
員
会
情
報
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な

ど
を
活
用
し
、
農
業
経
営
基
盤
強
化

促
進
法
に
よ
る
利
用
権
設
定
の
制
度

な
ど
を
周
知
し
ま
す
。

③
耕
作
放
棄
地
の
解
消

【
課
題
】

　

特
に
、
山
間
部
に
点
在
し
た
荒
廃
地

は
、
農
地
に
復
旧
で
き
な
い
も
の
、

解
消
で
き
う
る
も
の
等
の
仕
分
け
と

継
続
的
な
作
付
作
物
の
選
定
と
耕
作

者
の
確
保
が
必
要
で
す
。

【
活
動
計
画
】

　

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
農
地

所
有
者
に
対
し
て
指
し
ま
す
。
担
い

手
へ
の
利
用
集
積
を
推
進
し
ま
す
。

④
違
反
転
用
へ
の
適
正
な
対
応

【
活
動
計
画
】

　

速
や
か
に
違
反
転
用
者
に
対
し
、
是

正
計
画
の
提
出
を
勧
告
し
ま
す
。
ま

た
、
未
然
防
止
の
た
め
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。
併
せ
て
広

報
等
で
周
知
し
ま
す
。

⑤
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

【
活
動
計
画
】

　

地
区
担
当
農
業
委
員
を
決
定
し
、
各

農
業
委
員
が
担
当
地
区
を
随
時
実
施

し
ま
す
。
ま
た
、
農
業
委
員
全
員
に

よ
る
管
内
の
全
農
地
の
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
ま
す
。

⑥
農
地
情
報
の
整
備
と
共
有
化

【
活
動
計
画
】

　

毎
月
の
総
会
終
了
後
、
農
地
の
権
利

移
動
や
転
用
等
の
状
況
に
つ
い
て
の

情
報
を
更
新
し
ま
す
。

※
現
状
や
目
標
数
値
な
ど
詳
細
に
つ

い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表

し
て
い
ま
す
。http://w

w
w

.tow
n.

shinonsen.hyogo.jp

▼
問
い
合
わ
せ　

　

農
業
委
員
会　

℡ 
82
‐
５
６
２
６

広報しんおんせん（7月号）

▼
作
り
方

①
い
か
は
足
と
内
臓
を
取
っ
て
き
れ
い

に
洗
い
、
胴
は
１
㎝
の
輪
切
り
、
足

は
２
本
ず
つ
に
切
り
離
し
４
㎝
の
長

さ
に
切
る
。

②
じ
ゃ
が
い
も
は
皮
を
む
き
１
㎝
の
輪

切
り
、
玉
ね
ぎ
は
く
し
型
に
切
る
。

じ
ゃ
が
い
も
と
玉
ね
ぎ
を
じ
ゃ
こ
だ

し
で
し
ば
ら
く
煮
て
、
砂
糖
と
し
ょ

う
油
で
味
付
け
し
、
い
か
を
入
れ
て

煮
る
。（
い
か
は
煮
す
ぎ
な
い
よ
う
に
）

美
方
郡
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
発
行

「
伝
え
た
い
美
方
郡
ふ
る
さ
と
の
味
」
よ
り

郷
土
食
を
食
べ
て
健
康
に
！

　

★
い
か
と
じ
ゃ
が
い
も
の
煮
合
わ
せ

◆材料（４人分）
・じゃがいも・・・４個
・いか・・・・・・２杯
・玉ねぎ・・・・・２個
・じゃこだし・・・適量
・砂糖・・・・大さじ 1
・しょう油・・大さじ２
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但馬の原風景をモチーフにした歌を創って歌う「第
13 回しおかぜ音楽祭」が６月 19 日、浜坂多目的集会施
設で開催され、約 300 人の聴衆は抒情豊かな新曲に惜
しみない拍手を送りました。今年は安田多加子さん（浜
坂）の短歌や岡本操さん（塩山）の詩に曲を付けた新曲
が披露されました。ソリストの会で活躍する宮脇由美さ
ん（多子）のソプラノ独唱があり、男声合唱の部には和
田出身のシャンソン歌手岸本悟明さんがサプライズ出演
するなど会場を盛り上げました。

も～いいかい？　かくれんぼ大会
　湯村温泉街を舞台に「オニ」が「隠れ人」を探し出す「第
11 回全日本かくれんぼ大会」（全日本かくれんぼ協会主
催）が 6 月 13 日 ( 日 ) に開催されました。
　この日はあいにくの雨となりましたが、宮城県から沖
縄県まで、全国から集まった 500 人のオニと 250 人の
隠れ人が「もういいよ」の合図で一斉にスタートし、街
中を駆け回りました。この大会では仮装の審査や、旅館
の宿泊券など豪華賞品の当たる抽選会もあり、参加者も
まちの人もにぎやかな一日を楽しみました。

湯村温泉まつり
　湯村温泉を開いたとされる慈覚大師をしのぶ湯村温泉
まつりが６月６日、湯村温泉街で開催され、稚児行列や
伝統の大菖蒲綱引きなどが盛大に行われました。
　前日には、住民総出で菖蒲と綱を編み込んで長さ 50
ｍ、重さ２トンにもなる大綱を２本作り、綱引きに備え
ました。祭り当日には１本につながれ、観光客や地元住
民も参加して商売繁盛と豊作を祈願しながら引き合いま
す。今年は熱戦の末、商売繁盛の下組が勝利を収めまし
た。

　５月 30 日、栃谷で田君川バイカモ祭りが開かれ、バ
イカモの葉を入れたもちなどの特産物の販売や町内の有
志でつくる「バイカモリバーズ」によるオカリナ演奏、
アマゴのつかみ獲り大会などが行われました。
　前週の大雨で川が増水し、花は水面下に沈んで見られ
なくなったため、バイカモ群落の写真を展示するなど応
急対策を講じて観光客らを迎えました。
　再びバイカモの可憐な花が川面で揺れています。ぜひ、
ご覧ください。

清流の花畑　バイカモ祭り

H22（2010）.7.8

広報しんおんせん（7月号）

但馬の歌を届けます　しおかぜ音楽祭
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　　　　　　　　ダチョウの卵でお菓子作り

まちの話題すけっち

しんおんせん
すけっち

しんおんせん

広報しんおんせん（7月号）

100寿の秘けつは規則正しい生活
　満 100 歳を迎えた濱本さよ子さん（浜坂）の長寿を
祝福するため６月 20 日、岡本町長らが浜本さん宅を訪
れ、銅版の祝い状や花束などを手渡しました。
　浜本さんは３度の食事をしっかり食べて規則正しい生
活をしておられます。耳が遠くなったものの、テレビで
時代劇を見るのが一番の楽しみで、来客があれば自分で
かき餅を焼いてもてなすこともあるそうです。誕生日に
は好物のお寿司が準備され、家族とお祝いの膳を囲まれ
ました。

　県立但馬牧場公園で飼育されているダチョウの卵を
使ったお菓子教室が６月６日開かれ、参加した親子らは
大きなカステラとドーナツつくりに挑戦しました。通常
の鶏卵の 25 個分もあるダチョウの卵を前にして参加し
た子どもらはびっくりした様子。講師に指導を受けて泡
立てたり、粉と混ぜ合わしたりして仕上げていき、焼き
たてのドーナツをおいしそうに頬張っていました。

　6 月 22 日、釜屋海岸で、韓国の南ソウル大学など３
大学の学生ら 24 人と地元のボランティアが海岸に漂着
したゴミを回収しました。海岸にはハングルの入ったポ
リ容器や発泡スチロール、漁具などが散乱しており、2
時間かけて 520㌔のゴミを集めました。
　足場の悪い海岸部のため、ゴミの搬出には船を使い、
韓国の学生らは回収したゴミを船の乗組員に手渡してい
ました。
　ゴミを出さない、捨てない取り組みが大切です。

日韓共同の海岸清掃

　「海のホタルと陸のホタルの観察会」（西但馬の自然を
考える会主催）が６月 12 日、山陰海岸ジオパーク館で
開かれ、参加した親子連れなど 30 人は暗闇の中、光を
放つ海と陸の生物の不思議を実感しました。
　ウミホタル捕獲用の仕掛けを浜坂港から海に投げ入れ
て、待つこと１時間。１ミリにも満たないウミホタルが
数えきれないほど捕獲できました。水をかくはんするな
ど刺激を与えると発光し、青く幻想的な光が浮き上がり
ました。

海のホタルと陸のホタルの観察会
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七釜温泉ゆ～らく館５周年記念イベント
　開館５周年を記念して、７月 23 日～ 25 日の 3
日間、大人 400 円（通常 500 円）、小人 200 円（同
300 円）で入浴いただけます。

◇とき　７月 25日（日）午前９時～午後１時
◇ところ　七釜温泉ゆ～らく館、こうらく園
◇内容　
　　朝市、地元特産物販売　9：00～
　　餅まき　10：00、11：45
　　アトラクション　10：30～
　　　　　子ども銭太鼓、七釜温泉音頭踊り
　　お楽しみ抽選会　　　　　　など
　　◇七釜温泉ゆ～らく館　℡ 83‐１５２６◇

I N F O R M A T I O N
わ
が
ま
ち

”新
温
泉
“

く
ら
し
の
情
報

H22（2010）.7.8

ご
案
内

広報しんおんせん（7月号）

浜
坂
先
人
記
念
館「
以
命
亭
」

小
黒
三
郎
・
濱
田
昭
文

組
み
木
の
お
も
ち
ゃ
二
人
展

▼
と
き

　

７
月
３
日
（
土
）
～
21
日
（
水
）

▼
内
容

　

対
田
在
住
の
濱
田
昭
文
さ
ん
と
組
み

木
作
家
小
黒
三
郎
さ
ん
（
倉
敷
市
）

の
木
工
細
工
や
組
木
作
品
な
ど
約

３
０
０
点
を
展
示

◇
小
黒
三
郎
さ
ん
に
よ
る
組
み
木
実
演

　

７
月
11
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

▼
問
い
合
わ
せ

　

先
人
記
念
館　

℡ 

82
‐
４
４
９
０

は
ま
さ
か
の
里
夏
祭
り　

　
　
　
　

み
ん
な
集
ま
れ
！

　

地
域
の
皆
さ
ん
と
入
所
者
が
み
ん
な

で
楽
し
め
る
夏
祭
り
で
す
。

　

夏
祭
り
を
手
伝
っ
て
い
た
だ
け
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き　

８
月
８
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
３
時

▼
と
こ
ろ　

は
ま
さ
か
の
里

▼
内
容　

　

屋
台
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、

　

舞
台
イ
ベ
ン
ト
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
ま
さ
か
の
里

　

℡ 

82
‐
５
５
３
３

お
知
ら
せ

移
動
図
書
館
車　
　
　

新
市
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
変
更

新
市
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
変
更
し
ま
す
。

　

変
更
前　

新
市
バ
ス
停
横

　
　
　
　
　
（
山
根
工
務
店
作
業
所
裏
）

　
　
　

↓

　

変
更
後　

新
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
問
い
合
わ
せ

　

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館

　
　

℡ 

82
‐
５
２
５
１

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

小
谷
定
・
浩
子
親
子
絵
画
展

　

春
来
在
住
の
小
谷
定
さ
ん
と
浩
子
さ

ん
親
子
が
描
い
た
風
景
画
な
ど
の
油
絵

12
点
を
展
示
し
ま
す
。

▼
と
き　

７
月
21
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　

～
８
月
８
日
（
日
）

▼
と
こ
ろ　
八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▼
入
場
料　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ

　

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

℡ 

93
‐
０
８
８
８



19

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

保
険
料
額
決
定
通
知
書
を
送
付

　
　
　
　
　

   

７
月
中
旬

新
し
い
被
保
険
者
証
を
送
付

　
　
　
　
　

 　

７
月
下
旬

　

８
月
１
日
か
ら
新
し
い
被
保
険
者
証

を
医
療
機
関
の
窓
口
で
提
示
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
保
険
料
の
計
算
方
法

▼
保
険
料
の
軽
減
も
あ
り
ま
す   

　

災
害
で
大
き
な
損
害
を
受
け
た
と

き
、
所
得
の
著
し
い
減
少
が
あ
っ
た
と

き
、
他
の
被
保
険
者
や
世
帯
主
が
死
亡

広報しんおんせん（7月号）

H22（2010）.7.8

国
民
健
康
保
険

高
齢
受
給
者
証
を
送
付  

　
　
　
　

   　

7
月
下
旬

　
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」「
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
は

申
請
く
だ
さ
い
。

　

８
月
１
日
か
ら
新
し
い
証
を
医
療
機

①均等割額
　４３，９２４円

②所得割額
　（平成 21 年中の総所得金額等
　　－３３０，０００円）×８．２３％

①＋②
　平成 22 年度保険料額（最高限度額 50 万円）

＋

＝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

証の種類 内容 取得方法

高齢受給者証 70 歳以上 75 歳未満
の方に交付 郵送します。

限度額適用認定証
70 歳未満の方の入院
等の１ヵ月の医療費
の限度額を示した証 申請が必要です。

7 月 26 日（月）
から受付開始限度額適用・標準

負担額減額認定証

住民税非課税の方に
交付する入院時の食
事代や１ヵ月の医療
費の限度額を示した
証

―

問
い
合
わ
せ―

　

健
康
課　

国
保
年
金
係　

　
　

℡ 

82
‐
５
６
２
２

　

温
泉
総
合
支
所　

住
民
福
祉
課
国
保
係

　
　

℡ 
92
‐
１
１
３
１

し
た
と
き
な
ど
保
険
料
を
減
免
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
申
請
が
必
要
で
す

の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
に
つ
い
て

　

世
帯
員
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の
方

は
、「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
」
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
入

院
の
際
に
医
療
機
関
で
支
払
う
一
部
負

担
金
が
軽
減
さ
れ
、
入
院
時
の
食
事
代

も
減
額
さ
れ
ま
す
。
８
月
以
降
も
引
き

続
き
対
象
と
な
る
方
に
は
新
し
い
減
額

認
定
証
を
送
付
し
ま
す
。
減
額
認
定
証

の
申
請
を
し
て
い
な
い
場
合
は
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

健
康
課　

福
祉
医
療
係　

　
　

℡ 

82
‐
５
６
２
２

　

温
泉
総
合
支
所
住
民
福
祉
課
国
保
係

　
　

℡ 

92
‐
１
１
３
１

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証

更
新
交
付
の
申
請
手
続
き

　

有
効
期
間
が
９
月
30
日
ま
で
の
特
定

疾
患
医
療
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方

で
、
10
月
１
日
以
降
も
引
き
続
き
交
付

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
受
給
者
証
が
届
く
ま
で
に
２
ヵ

月
程
度
か
か
り
ま
す
。

▼
申
請
期
間　

　

７
月
１
日
（
木
）
～
９
月
30
日
（
木
）

▼
受
付
場
所　

◇
豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所

　
　
　
（
豊
岡
市
幸
町
）

◇
新
温
泉
健
康
福
祉
事
務
所

　

７
月
13
日
（
火
）、
20
日
（
火
）、

　
　
　

27
日
（
火
）

　

８
月
３
日
（
火
）、
13
日
（
金
）、

　
　
　

24
日
（
火
）、
31
日
（
火
）

　

９
月
７
日
（
火
）、
14
日
（
火
）

　

※
い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
正
午

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

　

案
内
通
知
（
申
請
書
等
）
は
送
付
し

て
い
ま
す
。
届
い
て
い
な
い
場
合
は
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所　

地
域
保
健
課

　

℡ （
０
７
９
６
）
26
‐
３
６
６
２

関
の
窓
口
で
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
期

限
の
切
れ
た
証
は
破
棄
す
る
か
お
返
し

く
だ
さ
い
。
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I N F O R M A T I O N
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広報しんおんせん（7月号）

◆検診日程

地域 月　日 受付時間 検診内容 会　場
乳がん 子宮がん 骨粗鬆症

浜
坂
地
域

7 月 21 日（水）

正午～
午後 2 時 15 分

○ ○ ○

浜坂多目的集会施設
7 月 22 日（木） ○ ○
7 月 23 日（金） ○ ○ ○
8 月 24 日（火） ○ ○ ○
8 月 25 日（水） ○ ○

温
泉
地
域

8 月 26 日（木） 正午～
午後 2 時 15 分 ○ ○ ○

保健福祉センター
　すこやか～に

8 月 27 日（金） 午後 0 時 15 分
～ 2 時 15 分 ○ ○8 月 30 日（日）

9 月    1 日（水） 正午～
午後 2 時 15 分 ○ ○ ○

料　　金 1500 円

40 歳代 2000 円
　（2 方向撮影 )
50 歳以上 1400 円
　（1 方向撮影）

1000 円
※節目年齢で申込みを
した方はクーポン券を
お持ちください。

　　　　　　＊乳がん検診は予約制で、定員に達しています。
　　　　　＊子宮がん検診と骨粗しょう症検診は当日申込ができます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　―問い合わせ―
　　　　　　　　　　健康課 健康推進係（すこやか～に）℡ 99 ‐ ２９４０

婦人検診のご案内

近年、乳がん、子宮がんは増加しつつあるがんのひとつであり、早期発見が大変重要です。
検診を受けて、健康チェックをしましょう。

乳がん・子宮がん検診は２年に１度。
今年度は和暦偶数年生まれ（例：昭和 42 年、昭和 44 年・・・生まれなど）の方が対象です。

第
43
回
文
教
府
夏
期
大
学

▼
と
き　

８
月
21
日
（
土
）
午
前
10
時
～

▼
と
こ
ろ　

　

豊
岡
市
民
会
館　

文
化
ホ
ー
ル

▼
講
師　

　

マ
ン
ガ
家
・
大
阪
芸
術
大
学
教
授　

　
　

里
中
満
智
子
さ
ん

　

作
家
、
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
長　

　
　

阿
刀
田　

高
さ
ん

▼
会
員
券　

１
５
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ
・
入
場
券
販
売

　

浜
坂
公
民
館　

℡
82
‐
４
３
３
９

　

温
泉
公
民
館　

℡
92
‐
１
８
７
０

「
愛
の
献
血
」
の
お
知
ら
せ

　

輸
血
を
必
要
と
す
る
人
に
と
っ
て

は
、血
液
は〝
命
の
き
ず
な
〟。
献
血
は
、

か
け
が
え
の
な
い
命
を
救
う
愛
の
贈
り

物
で
す
。
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
と
き　

７
月
13
日
（
火
）

　
　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

　
　

午
後
１
時
～
３
時

▼
と
こ
ろ　

夢
ホ
ー
ル

▼
問
い
合
わ
せ

　

健
康
課　

健
康
推
進
係

 （
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

す
こ
や
か
～
に
内)

　
　

℡
99
‐
２
９
４
０

骨粗しょう症検診は毎年受けられます。　
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H22（2010）.7.8

暑い夏をプールで吹き飛ばそう！　　
浜坂Ｂ＆Ｇ海洋センター　　
　　　　  　　プールオープン

◇期間　７月 21 日（水）～８月 27 日（金）
　　　　　※月曜日休館
◇開館時間　午前９時～午後５時
◇入館料　一般（町内在住）　300 円
　　　　　一般（町外）　　　600 円
　　　　※町内小中学生は無料

　　　　　―問い合わせ―
　　社会教育課　℡ 82 ‐ 5629

浜
坂
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル  

　

水
泳
教
室
参
加
者
募
集

個
々
で
異
な
る
泳
力
の
レ
ベ
ル
ご
と

に
目
標
を
設
定
し
、
そ
の
目
標
に
到
達

で
き
る
よ
う
実
践
指
導
し
て
い
き
ま
す
。

▼
と
き　

７
月
22
日
（
木
）
～
８
月
19

日
（
木
）
ま
で
の
毎
週
木
曜
日

　

◇
１
・
２
年
生　

　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
10
時
30
分

　

◇
３
年
生　

　
　
　

午
前
10
時
40
分
～
11
時
40
分

▼
と
こ
ろ　

　

浜
坂
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

▼
対
象　

小
学
校
１
～
３
年
生

▼
定
員　

各
学
年
30
名

▼
申
込
期
間　

　

７
月
12
日
（
月
）
～
16
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

社
会
教
育
課　

社
会
体
育
係

　
　

℡ 

82
‐
５
６
２
９

第
５
回
新
温
泉
町
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
大
会
参
加
者
募
集

▼
と
き　

　

7
月
25
日
（
日
）
午
前
８
時
30
分
～

　

雨
天
の
場
合
は
８
月
１
日
（
日
）

▼
参
加
料

　

一
般　

１
ペ
ア　

１
０
０
０
円

　

中
高
生　

１
ペ
ア　

５
０
０
円

　
　
　
（
傷
害
保
険
料
を
含
む
）　

▼
応
募
締
切　

７
月
20
日
（
火
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

新
温
泉
町
体
育
協
会
事
務
局

　
　

℡ 

82
‐
４
５
１
２

「
一
日
図
書
館
員
体
験
」 

　
　
　
　

   

参
加
者
募
集

　

町
内
の
小
学
４
～
６
年
生
を
対
象
と

し
て
「
一
日
図
書
館
員
体
験
」
を
実
施

し
ま
す
。
本
や
図
書
館
の
仕
事
に
興
味

の
あ
る
人
は
、体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　

８
月
７
日
（
土
）

　
　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館

▼
対
象　

　

町
内
の
小
学
４
～
６
年
生

▼
内
容　

本
の
貸
し
出
し
、
返
却
、
読

み
聞
か
せ
、
図
書
整
理
な
ど

▼
募
集
人
員　

４
人

　
　
　
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
持
ち
物　

弁
当
、
エ
プ
ロ
ン
、
筆
記

用
具
、
ブ
ッ
ク
コ
ー
ト
す
る
本
１
冊

▼
応
募
期
限　

７
月
30
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館　

　
　

℡ 

82
‐
５
２
５
１

募　

集

県
立
但
馬
牧
場
公
園　

イ
ベ
ン
ト
参
加
者
募
集

カ
ブ
ト
ム
シ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

　

カ
ブ
ト
ム
シ
に
よ
る
競
技
大
会
に
参

加
し
ま
せ
ん
か
。
カ
ブ
ト
ム
シ
持
参
の

方
も
歓
迎
し
ま
す
。

▼
と
き　

７
月
25
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

　

１
週
間
前
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
定
員　

小
学
生
以
下
50
名

▼
参
加
費　

無
料

羊
毛
の
動
物
ス
ト
ラ
ッ
プ
作
り

　

羊
毛
を
使
っ
た
フ
ェ
ル
ト
ボ
ー
ル
か

ら
動
物
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
作
り
ま
す
。

▼
と
き　

８
月
１
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

　

１
週
間
前
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
定
員　

30
名

▼
材
料
代　

４
０
０
円

▼
講
師　

す
っ
ぴ
ん
館　

　
　
　
　
　
　
　
　

篠
原
雅
子
さ
ん

―

問
い
合
わ
せ―

　

県
立
但
馬
牧
場
公
園

　
　

℡ 

92
‐
２
６
４
１
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第
６
回
「
新
温
泉
町
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
」
作
品
募
集

　

新
温
泉
町
の
素
晴
ら
し
さ
を
多
く
の

方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と
し

て
、
町
内
の
風
景
・
行
事
な
ど
を
題
材

と
し
た
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

▼
テ
ー
マ
（
平
成
21
年
９
月
以
降
に
撮

影
し
た
も
の
）

①
風
景
・
行
事
な
ど
町
内
で
撮
影
し

た
こ
と
が
特
定
で
き
る
作
品
で
あ
れ

ば
、
テ
ー
マ
は
自
由

②
味
原
川
地
区
の
風
景
や
行
事
（
特
別

賞　

1
点
）

▼
点
数　

１
人
２
点
以
内
（
未
発
表
の

作
品
）

▼
規
格　

四
ッ
切
り
、
ワ
イ
ド
四
ッ
切

り
の
写
真
（
モ
ノ
ク
ロ
・
カ
ラ
ー
・

デ
ジ
タ
ル
）

▼
応
募
締
切　

10
月
31
日
（
日
）
必
着

▼
賞

　

金
賞
（
賞
状
・
賞
金
２
万
円
）、

　

銀
賞
（
賞
状
・
賞
金
１
万
円
）

　

銅
賞
（
賞
状
・
賞
金  

５
千
円
）

　

特
別
賞
（
賞
状
・
記
念
品
）
各
1
点

　

※
「
学
生
の
部
」
は
、
別
途
表
彰

▼
審
査
員   

池
本
喜
巳
（
写
真
家
）

▼
発
表　

11
月
10
日
（
水
）

▼
表
彰　

11
月
23
日
（
火
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」　

　
　

℡
82
‐
４
４
９
０　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

「
は
ま
さ
か
北
児
童
ク
ラ
ブ
」

　
　

   

利
用
児
童
募
集
！

夏
休
み
利
用
を
受
け
付
け
ま
す

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
名
称　
「
は

ま
さ
か
北
児
童
ク
ラ
ブ
」）
の
利
用
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

夏
休
み
期
間
だ
け
の
利
用
も
で
き
ま

す
。
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
と
こ
ろ　
　

浜
坂
北
小
学
校

　
（
味
道
館
２
階
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
）

▼
時
間　

◇
月
～
金
曜
日　

広報しんおんせん（7月号）

サマージャンボ宝くじ 
１等・前後賞あわせて３億円

◆販売期間　７月７日（水）～７月３０日（金）
◆抽 選 日　８月 10 日（火）

※この宝くじの収益金は、明るく住みよいまちづくり
に使われます。また、販売実績に応じて交付されま
すので、ぜひ県内の宝くじ売り場でお求めください。

　㈶全国市町村振興協会・㈶兵庫県市町村振興協会

　
　

小
学
校
終
業
時
刻
～
午
後
６
時

◇
土
曜
日
・
長
期
休
業
期
間

　
　

午
前
８
時
～
午
後
６
時

▼
対
象
児
童　
　

町
内
の
児
童

▼
定
員　
　

お
お
む
ね
30
人

▼
負
担
金　

◇
利
用
料
金　
　

　

一
時
利
用　
　

半
日
２
５
０
円

　
　
　
　
　
　
　

１
日
５
０
０
円

　

通
年
利
用
（
月
額
）

　
　

４
・
７
・
12
・
１
・
３
月

　
　
　
　

７
，
０
０
０
円

　
　

５
・
６
・
９
・
10
・
11
・
２
月　

　
　
　
　

６
，
０
０
０
円

　
　

８
月　
　

１
０
，
０
０
０
円

◇
お
や
つ
代　

　
　

半
日
30
円
、
１
日
60
円

◇
保
険
料
（
月
額
）　

１
人
１
５
０
円

▼
負
担
金
の
減
免

　

生
活
保
護
法
に
規
定
す
る
要
保
護
者

　

全
額
免
除

　

生
活
保
護
法
に
規
定
す
る
要
保
護
者

に
準
ず
る
世
帯　

半
額
免
除

▼
送
迎
は
保
護
者
が
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

福
祉
課　

こ
ど
も
未
来
係

　
　

℡ 

82
‐
５
６
２
０

第
12
回
「
人
間
サ
イ
ズ
の

ま
ち
づ
く
り
賞
」
募
集

安
全
・
安
心
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
に
寄
与
す
る
優
れ
た
ま
ち
な
み
や
建

築
物
、
町
づ
く
り
活
動
を
行
っ
て
い
る

団
体
や
個
人
を
推
薦
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
賞
の
部
門　

◇
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
（
ま
ち
な
み

建
築
部
門
、
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り

部
門
）

◇
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
（
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
ま
ち
づ
く
り

部
門
、
防
災
ま
ち
づ
く
り
部
門
）

▲第５回金賞受賞作品



◇
参
画
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
（
ま

ち
づ
く
り
活
動
部
門
）

▼
受
付
期
限　

　

７
月
30
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

兵
庫
県
都
市
政
策
課
都
市
政
策
係

　

℡
（
０
７
８
）
３
４
１
‐
７
７
１
１

　
（
内
線
４
６
６
９
）

23

H22（2010）.7.8

広報しんおんせん（7月号）

平
成
22
年
度
第
２
回　

　

兵
庫
県
警
察
官
募
集

▼
受
付
期
間　

　

８
月
６
日
（
金
）
～
25
日
（
水
）

▼
第
１
次
試
験　

　

９
月
19
日
（
日
）
教
養
・
論
文
試
験

▼
試
験
区
分
・
受
験
資
格
・
募
集
人
員

①
一
般
選
考
Ａ　

　

昭
和
50
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人　

　

男
性
約
１
５
６
人
、
女
性
約
20
人

②
一
般
選
考
Ｂ　

　

昭
和
50
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
５
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人　

　

男
性
約
70
人
、
女
性
約
10
人

③
特
別
選
考
（
武
道
Ａ
・
Ｂ
）

※
こ
の
ほ
か
学
歴
等
の
受
験
資
格
が
あ

り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

美
方
警
察
署　

警
務
課

　
　

℡ 

82
‐
０
１
１
０

 「かにソムリエ修行中」
　　　　　　 ― 観光協会からの便り№１―

　６月 17 日、かにソムリエの今年度の研修がスター
トしました。浜坂町漁業協同組合女性部の皆さんと
浜坂県民サンビーチで交流会を開き、意見交換を
行った後、イカ飯を教えていただきました。旬のイ
カを使った郷土料理です。
　 か に ソ ム リ エ は、
お客様を心からもて
なすことを基本にし
ており、同時にたく
さんの知識を習得す
ることも目指してい
ます。今年度は、設
立当時の初心に帰っ
て研修を続け、お客
様本意の活動を行い
ます。
　　（浜坂観光協会）

くまさんの頼れる便利屋さん登場 !!　さらにお得になりました。
　買い物、病院等の外出の付き添い・墓掃除・草抜き・草刈り・枝切り・蛍
光灯電球の交換・家具の配置換え・家庭内外の掃除・簡単な補修仕事・パソ
コンの設定・文章の打ち込み等、すべて一時間 1,500 円からご利用いただけ
るようになりました。
  [ 新温泉町（旧浜坂町）三谷から、お宅までの燃料代　　
1km × 15 円や、材料費等は別途請求致します。]　
事前予約が必要ですので、まずはお電話ください。
                                                                              （お見積もり無料）

   お問い合わせ　但馬ダイエー警備保障（有）生活サポートシステム　            
                Tel （０７９６）８２－２８９６　　担当　熊本　池上

【広告】

サ
マ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

　

体
験
教
室
参
加
者
募
集

　

夏
休
み
に
町
内
の
事
業
所
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
体
験
教
室
を
実
施
し
ま
す
。　

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
実
施
期
間　

　

7
月
26
日
（
月
）
～
８
月
10
日
（
日
）

▼
実
施
事
業
所

　

ゆ
め
っ
こ
ラ
ン
ド
、
各
認
定
子
ど
も

園
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

な
ど

　

対
象
者
や
活
動
内
容
、
日
程
等
に
つ

い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
締
切　

７
月
16
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

新
温
泉
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　

温
泉
支
部　

℡ 

92
‐
１
８
６
６

　

浜
坂
支
部　

℡ 

82
‐
１
０
７
１
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広
報　

し
ん
お
ん
せ
ん

まちのうごき

ご冥福をお祈りします

           5 月 16 日～   6 月 15 日届け出分　　（敬称略）

広報しんおんせん（7月号）

7 月号
vol.58

住　所 氏　　名 年　齢 死亡日住　所 氏　　名 保護者 出生日

H22（2010）.7.8

編
集

・
発

行
／

新
温

泉
町

役
場

　
　

〒
669-6792　

兵
庫

県
美

方
郡

新
温

泉
町

浜
坂

2673-1 
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

http://w
w

w
.tow

n.shinonsen.hyogo.jp
　（

企
画

課
）　

　
　

tel（
0796）82-3111（

代
）   　

fax（
0796）82-3054　

　
 （携

帯
電

話
版

）　
http://w

w
w

.tow
n.shinonsen.hyogo.jp/ｍ

 　
※

機
種

に
よ

り
一

部
ご

覧
に

な
れ

な
い

ペ
ー

ジ
が

あ
り

ま
す

）
 広

報
し

ん
お

ん
せ

ん
は

、
町

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
ご

覧
い

た
だ

け
ま

す
。

電
子

メ
ー

ル
     info@

tow
n.shinonsen.hyogo.jp　

「広報しんおんせん」は、資源保護のため古紙 100％の再生紙を
使用し、環境に優しいソイ（大豆油）インキで印刷しています。

●まちのうごき● 　7月1日現在
（　）内は前月比

人　口 16,954 人 （ｰ 26）

　男  8,067 人 （－   6）

　女 8,887 人 （－ 20）

世帯数 5,839 世帯 （－   7）

うぶごえ

ご結婚おめでとう

住　所 夫婦の氏名 届出日

編・集・後・記

出勤時、しおかぜ通りを歩いていると、登校中の
男子中学生のグループに出会います。粋がってズボ
ンをずらし気味な生徒もいますが、しっかり前を向
いて歩いており、目があうと「おはようございます」
と朝のあいさつをしてくれます。雨の日などは、歩
道が狭いので道を譲ってくれることも。先日、相撲
部の取材に行くと、いつも元気よくあいさつしてく
れる顔を見つけました。山田監督は「相撲だけ取っ
ていても勝てない。あいさつができないようでは勝
てはしない。」とおっしゃいました。別の日、海外
研修結団式でも「外国でもあいさつなど当たり前の
ことが大切」というアドバイスがありました。基本
は同じ。中学生はあいさつがしっかりできています。
私も見習わなくてはいけません。仲

国民健康保険税第 2 期納期限
　   固定資産税第２期納期限

　8 月 2 日（月）
 ～口座振替をご利用の方は、　

　　残額のご確認をお願いします～


